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目的： 

本研究の目的は、妊婦の血中重金属濃度（鉛：Pb、カドミウム：Cd、セレン：Se、マンガン：Mn、水銀：Hg）と生まれた子どもの先天

性腹部形態異常との関連を明らかにすることである。 

 

方法： 

エコチル調査に参加した妊婦から生まれた単胎児のうち、先天性形態異常のない子ども（n＝89,134）と先天性腹部形態異常があ

る子ども（n＝139）（先天性横隔膜ヘルニア、臍帯ヘルニア、腹壁破裂、先天性消化管閉鎖、先天性消化管狭窄）を解析対象とし

た。妊婦の血中重金属濃度を濃度分布に沿って４群に分け、生まれた子どもの先天性腹部形態異常の有無との関連についてロ

ジスティック回帰分析を行った。 

 

結果： 

妊婦の血中重金属濃度（Pb、Cd、Se、Mn、Hg）と生まれた子どもの先天性腹部形態異常の有無について、統計学的に有意な関

連は認められなかった。 

 

考察（研究の限界を含める）： 

胎児期の重金属ばく露と先天性腹部形態異常の関連を検討した先行研究では、これまで妊婦の血中重金属濃度を測定しておら

ず、ばく露評価に課題があった。本研究では妊婦の血中の 5 つの重金属濃度を分析し、濃度分布に沿って 4 群に分類すること

で、ばく露の濃度を客観的に評価した。今回のばく露濃度において、妊娠中期の妊婦の血中重金属濃度と生まれた子どもの先天

性腹部形態異常との関連は認められなかった。本研究の限界として、妊婦の重金属ばく露と生まれた子どもの先天性腹部形態

異常のみを解析しているため、他の化学物質や先天性形態異常、その後の健康影響については言及できないこと等が挙げら

れ、更なる調査が必要である。 

 

結論： 

エコチル調査で測定されたばく露濃度において、妊娠中期の妊婦の血中重金属濃度（Pb、Cd、Se、Mn、Hg）は生まれた子どもの

先天性腹部形態異常の発生には影響しないことが明らかになった。今後更なる研究を行い、胎児の器官形成を妨げない重金属

のばく露濃度を明確にする必要がある。 

 


